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はじめに

計画相談については、令和6年5月現在50名の利用者が登録をしている。また、児童の利用者は、　　

29名計画相談しており、　合計79名の計画相談対象者となっており昨年と比較し大きな変動はない。

地域の障害を持つ方と繋がり、手帳の取得や難病医療費の申請、障害年金の申請など今迄制度に

繋がっていなかった方の支援を行っている。計画相談としては大きな目で見ると児童数は減少して

いるが発達障害でサポートを必要とする児童は増加しており、児童計画相談の対象児童が増加

している。新たに放課後等デイサービスを作りたいという児童の母親の会に側面的に支援している。

現在第一相談員として吹田相談支援専門員が1名で担当しており、令和５年度中に

新たに1名相談支援専門員の初任者研修を受講している。

主な活動

①一般相談

＊弟子屈町からの委託事業で保健師や事業所等関係者と連携を図り利用者の相談支援に努めた。

＊役場からの依頼で困難事例の利用者・家族等からの相談に応じ必要な社会資源に繋げている。

②計画相談

＊サービス利用計画の作成・モニタリングを実施した。

＊サービス担当者会議を開いて関係者の意見を聞いたり調整を行った。

＊関係機関等への連絡調整を図った。

③自立支援協議会の事務

＊保健師と相談支援事業所を構成メンバーとする相談支援部会で活動し情報共有している。

④地域資源の改善・開発

＊介護サービスとの連携を図った。地域ケア会議にも参加し意見交換している。

＊福祉サービスにつながるまでの間、地活を利用するなど社会資源を活用した。

令和5年度特定計画相談支援モニタリング履歴

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

計画作成 4 3 7 1 3 2 2 3 0 1 1 33 60

継続 13 19 42 13 13 40 14 14 47 17 17 18 267

計 17 22 49 14 16 42 16 17 47 18 18 51 327

相談支援事業所「はしわたし」令和5年度事業報告

1-1
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(所感として)

できる様、てつなぎに来て良かったと思えるよう各事業所と協力して対応して行きたい。

令和5年度の状況としては計画相談は令和4年と比べ計画作成プラス1件、モニタリングはマイナス13件であった。新規利用者が2名

サービス利用に繋がっている。障害年金の申請は4件行っている。その他、療育手帳の作成で巡回相談の同行なども行う。

難病医療費受給者証の申請のサポートなども行う。補装具給付制度で車椅子、シルバーカーの購入、日常生活用具で

釧路のグループホーム、B型事業所につないでいる。児童の計画が増加し、発達支援センターもくばと連携して対応している。

杖の購入などを行う。

B型事業所、相談支援事業所、グループホームを転々としている困難事例の対応を役場からの紹介でいただき、

また、もくば利用の母親の会「発達っ子ママの会」と連携し、研修やダンスの会などの会場を確保するなど協力している。

今後は近隣市町村で児童はセルフプランで行っている町もあるとの事なので、児童、大人含め相談支援が不足している

市町村にも協力して行きたい。

新規の利用者を増やし、安定して長く居住でき通所出来、地域での落ち着いた生活が楽しめるよう、利用者様が自己実現
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      管理者   尾﨑 政義
(生活支援員） 鑓野目未香子

振返り…
ご家族の事情により通所時間や日数の変更が多くみられました。

1.基本理念
① 通所される利用者様の得意を見つけ、更に伸ばして頂く。

自分に自信を持ち、やりがいを感じながら継続していく。
② 自分の作品及び作業に対し、想像力と発想力を養い又、他者との協力に

より完成を目指し、お互いに対する思いやりや感謝する気持ちを大切
にする。

③ 自分の将来を見据えた努力や相談が出来る場所である。
④ やってみたい事・知りたい事が、出来る又は、わかる場所。
⑤ 社会との繋がりを実感する。

◎利用者様と職員が意見を交わし、相談し考えて共に成長出来たと感じている。

2.創作・生産活動援助目標
（１）作業に楽しく取り組む環境作りを行う。
（２）利用者様同士又は、支援員とも協力して創作を進め協調性を養う。
（３）情緒の安定、心配事や悩み等の相談に対し速やかに対応し
   自己決定を促す。
（４）利用者様の心情や体調に配慮する。

◎商品作りを行っている方々の作品作りに対する取り組み方が、以前よりも
工夫や創造力が加わり逞しいと感じるほどの成長があった。

◎手を動かし、考える力を養うために通所する方々は,繰り返し作業する事で
 内容を理解し、次にはその応用で作業に変化をつけ自信に繋げていった。
◎毎日同じ作業を来る返すだけではなく、違う作業を行う事でメリハリと集中力も

身に付けてきたように感じる。

３.事業内容

弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業委託業務
委託費        3,960,000円/年 (消費税込み）

〇創作活動・生産活動の機会の提供
〇作品作り、生産作業の中から互いに認め合い、協力し合い商品化して販売し
 社会との交流を実感する。
〇レクレーション活動
〇楽しいと思える居場所作り
〇送迎及び買い物支援
〇困りごと・悩みごとの聞き取りと自己解決

弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業

令和5年度「ジャンプ」事業報告 

通所する利用者様が、地域活動センターに来る楽しいであると事が伺えます。

2ー１

その都度意向を聞き又、ご家族の要望にも応えながら、利用者さんの思い
を考え臨機応変に対応が出来たと感じています。
又、作業に関しては利用者さんからの新しい発想と工夫が、より良い作品作
りに生かされて、更に自信に繋がる場面が多く見受けられました。
新しい作業の提案に利用者さんが次々にチャレンジして、『自分の唯一のもの』
にして下さり、笑顔で楽しみながら、会話も大切に一緒に考えて取り組む。
利用者さんと支援員とのコミュニケーションがしっかり取れていて、日常の思い
を話して頂ける信頼関係が築けています。
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４．年間事業実績

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
身体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
知的 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
精神 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 1 29
ひきこもり・不登校 2 2 2 2 0 2 2 2 2 2 2 0 20
発達障害 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
その他 2 2 0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 22
合 計 9 9 7 9 7 9 8 8 8 8 8 5 95
開設日数 20 19 22 20 20 20 21 20 21 14 18 19 234
のべ開設時間 160 160 176 160 160 160 168 160 168 112 144 152 1880
延べ利用人数 60 53 55 71 67 71 67 55 57 46 53 45 700

1日平均利用人数 3.00 2.65 2.5 3.55 3.35 3.55 3.19 2.75 2.71 3.28 2.94 2.37 2.99

5．個別支援計画
本人の目標と課題・得意なことや、やってみたい事など、面談（会話）の
中から見つけ、引き出し方を考え支援した。

モニタリング（評価）
計画通りに進めることが出来たか又、ご本人の変化及び成長に気づき新た
な可能性を導き出せたかを確認した。

 6．年間活動報告
1） 羊毛フェルトによるシマエナガや小動物をモチーフにした商品作り。

ワイヤーやスポンジを使ったアレンジ商品作り。
納品先は、道の駅・ぴゅあめいど（MOO）・美容室等

◇ 創作活動・生産活動を中心に作品制作から商品化のレベルアップができ、
利用者様自らの発想力・創造力・工夫が目覚ましく、より良い商品をと
更なる意欲を感じられた。

2） センター内や玄関等に飾る季節に応じた飾る作品作り。
◇ ご高齢の方が季節の移り変わりを確認しながら取り組み、会話を楽しみ

大声で笑い合える環境作りに努めた。
3） 毎回新しいゲームを提案し、各パーツを自分たちで作る事から始めて、

苦手と得意を見つけ出し、達成感と楽しさを感じる時間を過ごす。
◇ ひきこもり児童・生徒が外に出て、人と接し会話を楽しむことやゲームに

興味を持ち、通所の回数を増やし、教育委員会や中学校ともかかわりを持
つ事が出来た。

４） 新たに刈った羊毛を機械を使って整える作業や、草刈りや花壇整備の依頼
を受けての作業も加わり、やりがいを感じている。

◇ おひとりお一人の様々な機能の回復や維持のために何が必要かを考え、
取り組むことが出来た。

※令和5年4月～令和6年3月までの主な売上
道の駅 
ぴゅあめいど

反省点として
△ 商品作りに追われて、レクレーション活動や外に出て楽しむ機会も少な

かった。
△ 不登校児の通所の安定を図れなかった。

計

¥228,146

¥614,170

¥129,030
パイングレース ¥111,001
その他 ¥145,993

2ー2

  今後も、しっかり振返りをして、心のこもった、利用者様が有意義に過ごして頂き、
  充実感・達成感が得られる通所となるように、支援をさせて頂く。
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5年度を振り返って

る。令和5年度後半は、新型コロナウイルスも減少し、各課の仕事も増え、インター

ネットを見たお客様からの依頼も数件入ってきているので、目標売上を達成できるよ

う全員で努力していく。

令和5年度 利用者通所状況

開所日数 363日

延べ利用者数 3643人

延べ作業時間 15622時間

1日あたりの平均利用者数 10人

令和5年度 てつなぎ工房 事業報告

利用者 … 17名   職員7名

 令和5年度は、椎茸Aハウス内のラミクロスの張替えを行ったので、来年度は寒い椎

茸作業棟を入れ替える予定をしています。

 昨年計画していた工房全体の目標売上ですが、石けん課は目標の約143％、内職課

は目標の約118％、便利屋は目標の約86％、椎茸は目標の約91％になり、便利屋は11

月に法人全体のゴミ処分を行い、その間一般の仕事を中止したのが響いている。椎茸

課は夏場の猛暑が続き、収穫出来ない日が続いたため、8月と9月の売上が下がってい
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5年度を振り返って
 令和5年度は利用者さんの異動があり、便利屋と石けん課から1名ずつ椎茸課に、椎

茸課から便利屋に2名、本人の意向により異動され良い方向に向かっています。

便利屋作業では、夏は猛暑が続き、職員の判断により作業を中止し、在宅ワークなど

も行いました。

職員・利用者さんの健康管理

 精神的に不安定な利用者や体調を崩す利用者さんが増えてきているため、工房職員

とグループホームの職員で情報を共有し、本人の体調を見ながら短時間の作業など無

理のない作業を行っています。

令和５年度 売り上げ

4 - 2

令和5年度 てつなぎ工房 便利屋 事業報告

利用者 … ８名   担当職員２名

固定作業分

一般作業分

ゴミ処理料(立替分)

合計

1,361,367円
1,852.042円

550,280円
3,763,689円

＊固定作業分に 古紙販売分265,298円・空缶販売分32215円・イチゴ箱折25324円含む

＊一般作業分に 草刈り作業分   184,850円含む
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＊5年度を振り返って
 利用者さん2名が便利屋課に変わり、便利屋課から1名と石けん課から1名新しく入
り、新しい体制になり全員で協力して行っている。

＊目標と課題
・夏場の猛暑で収穫量が下がるので、菌床購入を調整しながら上手くやっていく。

・年々劣化しているハウスを補修しながら使用しているが、ハウス内側に使用して
いるラミクロスの寿命がきており、張り替えが必要になっている。

＊強風により外側のビニールが、大きく破れラミクロスも傷んでるため、4月26・27
 日に、張り替えを行っている。

令和5年度 てつなぎ工房 椎茸課 事業報告

利用者 … ７名   担当職員3名

4 - 3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

フクハラ 514,072 316,756 397,270 273,502 99,514 236,576 614,188 803,080 732,448 673,804 686,602 627,796 ¥5,975,608

摩周湖
Ａコープ

30,650 39,125 42,375 37,620 29,775 43,550 42,500 44,850 66,800 46,550 47,125 47,600 ¥518,520

川湯の森
病院

17,220 19,577 16,093 18,860 18,962 14,555 18,981 21,443 18,057 21,853 19,391 22,982 ¥227,974

しらかば 8,681 6,613 7,177 6,256 6,166 3,450 8,570 5,405 7,205 7,700 5,751 7,135 ¥80,109

ビック
リッキー

23,900 40,900 63,000 18,000 10,900 52,000 35,600 38,000 4,050 29,300 28,600 17,900 ¥362,150

道の駅 37,173 50,970 56,988 58,938 36,443 45,541 47,769 45,870 24,278 26,485 23,665 27,998 ¥482,118

振興公社
タウンラボ

50,000 40,000 0 0 4,200 4,200 8,400 2,800 5,600 5,600 4,200 4,200 ¥129,200

ぴゅあ
めいど

3,681 3,123 3,114 2,934 3,861 1,467 3,672 918 5,868 1,467 738 1,287 ¥32,130

その他 20,400 28,950 29,180 26,033 28,940 17,500 35,070 25,580 35,540 28,500 27,450 37,050 ¥340,193

合計 ¥705,777 ¥546,014 ¥615,197 ¥442,143 ¥238,761 ¥418,839 ¥814,750 ¥987,946 ¥899,846 ¥841,259 ¥843,522 ¥793,948 ¥8,148,002

椎茸 令和5年度 月別売上表



３－４

 販売実績（ぴゅあめいど分）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

みそ(大) 2 2 1 0 2 2 0 1 1 0 2 0 13
みそ(小) 3 0 1 0 0 1 1 2 0 0 2 1 11
醬油(大) 0 0 2 0 0 0 2 0 2 1 1 2 10
醬油(小) 0 0 2 1 1 0 1 0 1 0 0 0 6
佃煮ほたて 6 0 0 0 1 4 1 1 2 0 0 0 15
佃煮数の子 3 3
佃煮たらこ 4 1 4 0 1 0 0 0 1 0 0 0 11
佃煮椎茸 2 0 4 2 1 0 0 0 1 0 1 0 11
佃煮しそ 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
佃煮ふき 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 4
キーホルダー 5 1 2 5 6 4 0 3 1 2 4 3 36
手すきはがき 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 4
 販売実績（道の駅分）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

みそ(大) 25 78 62 73 62 59 67 37 14 8 23 22 530
みそ(小) 11 66 65 49 55 38 53 25 5 7 20 22 416
醬油(大) 6 13 2 5 9 8 7 5 3 0 4 3 65
醬油(小) 3 18 8 19 24 11 10 16 1 2 7 3 122
佃煮ほたて 34 114 123 122 110 104 122 40 19 6 21 51 866
佃煮数の子 15 72 42 43 40 5 217
佃煮たらこ 9 63 51 32 30 44 34 11 6 7 8 12 307
佃煮甘口 5 20 26 24 14 14 26 4 5 3 0 0 141
佃煮椎茸 13 37 34 31 34 19 50 7 11 1 5 8 250
佃煮しそ 9 48 30 26 29 19 29 7 0 0 3 6 206
佃煮ふき 4 8 27 11 19 8 6 2 5 0 4 94
キーホルダー 7 12 11 17 34 10 6 4 2 7 1 2 113
手すきはがき 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3
工芸品 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1 4

 販売実績（道の駅値引分）
1月 2月 3月 合計

佃煮ほたて 0 10 0 10 ※ は、仕入先で生産延期です
佃煮たらこ 10 22 0 32
佃煮甘口 2 2 0 4
佃煮椎茸 1 13 0 14
佃煮ふき 0 23 10 33

令和５年度 てつなぎ工房 内職課 事業報告
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 販売実績（こずえカレンダー販売分）

大

小

   今年を振り返って

個人 ぴゅあめいど 道の駅 合計

38枚 38枚

42枚 1枚 1枚 44枚

 新型コロナウイルスによる行動制限が解除され、外国人観光客が増えている影響で、みそや佃煮

の売れ行きが好調でした。物価高騰の影響で、7月から佃煮を値上げしましたが、販売数に大きな影

響はみられませんでした。さらに売り上げを伸ばすために、５月から新しく、ふきの佃煮を販売を

開始しています。みそや醬油に比べて、佃煮の賞味期限が短いため、閑散期に値引販売を開始しま

した。こずえカレンダーは、道の駅とぴゅあめいどでA４サイズが売れたので、来年度はもう少し早

い時期から納品していく必要があると感じました。
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販売実績（道の駅）

粉石けん 固形石けん(大) 固形石けん(小) プリン石けん

４月 5 10 4 7
５月 8 17 24 11
６月 0 2 12 0
７月 2 8 25 4
８月 3 8 0 10
９月 0 4 12 7
１０月 1 5 12 4
１１月 3 2 4 5
１２月 0 0 0 11
１月 0 0 0 7
２月 0 0 0 2
３月 0 0 0 10
合 計 22 56 93 78

販売実績（ぴゅあめいど）

粉石けん 固形石けん(大) 固形石けん(小) プリン石けん ハネ品固形(大）6個入

４月 2 25 5 6
５月 0 7 0 12
６月 1 16 5 14
７月 2 14 5 1
８月 6 11 6 3
９月 7 18 3 2
１０月 3 23 16 10
１１月 0 19 8 1
１２月 16 0 11 8
１月 4 0 0 5
２月 4 24 0 13
３月 1 0 0 4 1
合 計 46 157 59 79 1

令和5年度 てつなぎ工房 石けん課 事業報告
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販売実績（その他）

粉石けん 固形石けん(大) 固形石けん(小) プリン石けん ハネ品固形石けん

個人 20 47 44 1 0
Ａコープ 10 40 40 20 0
合 計 30 87 84 21 0

  今年度を振り返って

物価高騰の影響で、様々な材料の価格が上がったため、６月納品分から値上げしました。
椎茸課が多忙のため、石けん課の利用者が１月末に椎茸課に異動となりました。
３月からは、職員が製造した石けんを便利屋の利用者が包装する形で何とか乗り切っている
状況です。来年度は、さらに経費を削減するために、包装資材やラベルの見直し、簡素化を
実施していく予定です。また、ハネ品でもいいので早くほしいというお客様からの要望が多
かったため、ハネ品６個入りをぴゅあめいどまーけっとに納品しました。

4 - 7
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月 椎茸稼働日 工房稼働日 石けん稼働日

4月 22日 20日 12日

５月 23日 20日 12日

６月 22日 22日 13日

７月 23日 21日 13日

８月 23日 20日 12日

９月 22日 20日 13日

１０月 23日 20日 11日

１１月 22日 21日 13日

１２月 23日 21日 13日

１月 22日 14日 9日

２月 21日 20日

３月 23日 20日

月

4月
５月
６月
７月
８月
９月

１０月
１１月
１２月

１月
２月
３月

87.3%
86.3%

77.5%

工房全体稼働率
90.4%
83.9%
89.0%
88.2%
86.1%
81.3%
78.2%
85.7%
86.8%

90.0%
84.9%
84.8%

89.4%

89.7%

87.5%
86.4% 92.9%

75.0% 92.3%
83.3% 100.0%
80.0% 100.0%

100.0%
81.0% 92.3%
76.2% 100.0%
89.3%

78.9%

70.0% 100.0%
52.4%

椎茸課に異動

67.9%
76.5%
79.6%
93.7%

100.0%

令和5年度 てつなぎ工房 利用者稼働率表

内職 利用率 石けん 利用率

77.5% 100.0%
椎茸 利用率

93.5%

4 - 8

便利屋 利用率

90.0%
83.1%
88.3%

75.0% 100.0%92.5%
93.5%
96.9%
96.9%
94.8%
85.1%

74.3%

92.2%
83.7%
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令和 5 年度 就労継続支援事業所 B 型 事業報告書 

すまいる B 

１．基本理念 
 ノーマライゼーションの理念に基づき、利用者の方が地域社会から隔離されること

のない「完全参加と平等」を目標に掲げ、障がい者ひとりひとりの人生の質（クオリ

ティ・オブ・ライフ）の向上と自己実現を目指し、地域の中で自分らしく幸福感や生

きがいをもって自立した生活が送れるよう支援していく。 
 

２．事業運営方針 
就労継続支援 B 型事業所は、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むこと

ができるよう、利用者に対して就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動

の機会の提供を通じて、知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の便宜を適切

かつ効果的に行うものとする。 
事業の実施に当たっては、関係市町村、他の障害福祉サービス事業者、その他の保健

医療サービス機関、利用者を取り巻く社会資源との連携を図り、総合的な福祉サービス

の提供に努める。 
 
３．支援方針 

（１）居場所支援 
 生活の場以外に地域の中で心のよりどころ・生きがいを持てるような居場所（サー

ビス事業所）としての役割を目指した支援。 
 
（２）生きがいづくり 
 就労や、その他の活動を通して生きがいを持って自己実現できるような支援を行

う。 
 
（３）自己決定・自己選択・自己責任 
 

安易な保護・管理をせず、利用者の方が自分自身の人生の責任主体となり、自己決

定・自己選択を行い、自分の人生を形成し、自立した生活が送れるよう支援する。 
 

４．事業所名および所在地 
 
（１）事業所名：就労継続支援事業所（B 型）すまいる B 
（２）所在地：〒088－3202 北海道川上郡弟子屈町鈴蘭６丁目１番５号 
（３）電話：015－486－7280（ｆａｘ同左） 
 

５．施設の規模・構造 
区分 建物構造等 
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構造 木造亜鉛メッキ鋼板葦２階建 
階数 ２階 
床面積 134.47 ㎡ 
延べ面積 205.24 ㎡ 
建築年月日 1990 年 12 月 

 
６．職員の配置 

職種 勤務形態 常勤換算数 
管理者 常勤兼務 0.5 
副管理者・サビ管 常勤専従 1 
生活支援員 常勤兼務 0.5 
生活支援員 常勤専従 1 
職業支援員 常勤兼務 0.9 
調理員 常勤兼務 0.1 
生活支援等基準上の必要配置数（前年度に利用実績数÷6.1） 2.8 

生活支援等基準上の実績数  
職員合計 4.0 

※ 同事業所で兼務の場合は１とする 
 

７．定員・入退所・前年度の利用実績 
（1）利用定員 20 名 
（2）利用者数 17 名 
（3）年間月別利用実績 

（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

定員（人） 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20
開所日数 20 22 22 21 20 20 22 22 22 18 20 20 249
利用者実人数 16 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 203
延べ人数 303 287 324 331 306 295 324 312 330 254 304 303 3673
1日平均利用者数 15.2 13 14.7 15.8 15.3 14.8 14.7 14.2 15 14.1 15.2 15.2 14.8

区分
令和5年 令和6年

 
8．工賃  

時給 100 円（一日 4.5 時間） 月末現金支給 
  
１０．生産活動 
（１）作業支援目標 

生産活動の機会の提供にあたっては、利用者の障害特性、利用者の個性、体調、能

力、希望に配慮し、精神的、身体的に過重な負担とならないよう作業支援を行う。 
就労意欲を引き出し、楽しい雰囲気で安定して作業に取り組むことができる様、見守 

3 - 2 
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り、声掛け、助言、相談等支援を実施した。 
 

（２）生産事業実績 
法人内他事業所からの仕事の紹介や、相談事業所を通じて猫のお世話や掃除の仕事

の依頼などが入るようになった。 
 

（３）作業種・内容・売上・原価・従事利用者数 
作業種目 作業内容 全体の売り

上げの割合 
原価率 従事利

用者数 
便利屋 草刈り、掃除、犬の散歩等 52％ 9％ 2.5 
弟子屈ラーメン 仕入れ、運搬、店頭陳列 43％ 72％ 1 
ペットフード 犬猫のクラッカー製造販売 4％ 14％ 3 
野菜・花 野菜・花の製造販売 1％ 16％ 2.5 
内職 長谷製菓内職 1％ 1％ 3.5 
紙すき 牛乳パックの再生紙作り 1％ 1％ 3.5 

 
１１．健康の維持・増進・感染症予防対策 
  生産活動・その他の活動におけるけがの予防や、体力づくり、成人病予防等のため、

朝の朝礼後や午後の時間に、ラジオ体操・健康体操などの活動を行う。また、年間行事

の中で弟子屈町役場健康推進課に協力をいただき、健康推進事業として栄養指導を実

施。 
  昨年に引き続き、新型コロナ感染予防対策として、毎日、施設内設備全体の消毒及び

車両の消毒、手指消毒用備品の設置と消毒の声掛け、掲示物、飛沫感染予防用パーテー

ションの設置、振興局等からの感染状況及び感染予防対策等の通知を利用者・職員に情

報共有を行い、感染予防対策を行った。まん延防止発令期間中は感染予防のため、在宅

ワーク及び利用時間の短縮、人数制限を行うためグループ分け通所と在宅の組み合わせ

など実施。 
１２．レクリエーション活動 
  就労意欲の向上、体力づくり、他者との親睦の機会を通じ、QOL の向上を図る取り組

みとして、様々なレクリエーション活動を通じて心身のリフレッシュ、生きがいを見つ

けるなど生活の満足感を高めることを目的とした活動を行っている。 
 ＜活動内容＞ 
・DVD 鑑賞・カラオケ等（週 1 回） 
  コミュニケーションが苦手な方でも他者との交流を図ることができ、気晴らしや楽し

みを見つける。 
・ドライブ（お花見ドライブ１回、中標津買い物ドライブ 1 回） 
  今年度は新型コロナウィルス感染拡大のため、例年より回数が減っている。外出時は

マスクの着用、手指の消毒等、感染予防対策を行いながら実施している。普段いる空間 
3 - 3 
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から離れ、外出することで景色をみたり、歩いたりしながら季節感を感じたり、地域の方

や他者との交流の機会を持つなど心身をリフレッシュする。 
・休憩 
  疲労回復や、体調不良時に一時的に休養を取る事で、心身の健康の維持・回復を図

り、元気に作業やその他の活動に参加できるよう配慮している。 
・図書館読書活動（図書館月 1 回） 
  教養娯楽活動によって楽しみや視野を広げる。 
 
１３．各関係機関との連携活動 
  弟子屈町保健福祉課健康推進係、ボランティア団体、社会福祉協議会との連携活動と

して、がんばるーん体操、健康指導、その他健康生活にかかわる講習会など実施。 
 
１４．季節感を取り入れた行事活動 
  節分豆まき、焼肉、忘年会、新年会 
 
１５．利用者ミーティング 
  毎週金曜日に利用者ミーティングを行い、料理やおやつのメニュー、ドライブの行先

等をみんなで決めたり、すごろくを使ってコミュニケーションが苦手な方でもゲーム感

覚で自分のことを話できる機会を作っている。 
利用者ミーティングは、お互いの親睦を図り、同じ悩みなどを共有・共感し合い、励

まし合ったり、自分の良さや課題への気づきを促し、自分の課題の解決する力を引き出

すことなどを目的として行っている。 
 

１６.心身の状況等の把握 
  来所時に、血圧測定や、聞き取り、表情の観察、服薬支援、受診状況など健康状態の

把握のほか、利用者の生活環境の把握を行う。 
 
１７．個別支援計画等の作成 
  個別支援計画のモニタリング・評価・アセスメントを半年毎（４月・１０月ごろ）、

または状況の変化に応じて、利用者との面接、個別支援計画検討会議、関係機関との連

携を行い、個別支援計画の作成・個別支援内容の説明・文書の交付を行う。 
 
１８．非常災害対策等の実施 

（１） 地震災害想定消防避難訓練の実施（2 回） 
（２） 消防立入検査・結果報告 問題なし。 
（３） 法定設備点検  
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   消防用設備点検実施。異常なし。 
  ④ 防災計画の策定 
   地震・火災・風水害等の自然災害に対する防災対策及び災害時において必要な基本

事項を定めた防災計画の策定、及び防災研修を実施。 
    
１９．令和 5 年度すまいるＢ年間職員研修計画・実施報告書 
■年間研修計画 

 ① 虐待防止研修   
 ② 防災教育研修 
 ③ 障害特性について 
 ④ SST 研修 
 ⑤ 防犯研修会 
 ⑤ その他必要に応じて実施する 
 

■研修実績 
２０．各種会議 

会議名 会議日時 内容 
業務ミーティング 随時 職員の休憩時間の取り方等 
作業ミーティング 随時 農産物の種類、苗について、手芸品の内

容について等 
職員メンタルヘル

スミーティング 
必要に応じて ストレスに感じる事やストレスへの考え

方、解消法について 

 
２1．日課 
 

10：00～10：30 来所、健康状態の確認、朝礼 
10：30～10：35 ラジオ体操 
10：35～11：00 作業・各自の体調に合わせて休憩・水分補給。火曜日は料理 
11：00～11：15 休憩・水分補給 
11：15～11：45 作業・各自の体調に合わせて休憩・水分補給。火曜日は料理 
11：45～12：00 片づけ・掃除・昼食買い出し 
12：00～13：00 昼食・服薬・休憩 
13：00～13：30 健康体操 
13：30～14：00 作業 
14：00～15：00 作業又はペン字 
15：00～15：15 掃除・ハンコ押し・休憩 
15：20～ 送迎 
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２2．今年度の総評 

職員の労働環境の改善として、きちんとメリハリをもって休憩できる環境を整えるよう

見直しを行った。また、職員のメンタルヘルス対策については前年に比べ、便利屋などの業

務や新型コロナ感染拡大に伴う在宅ワークなどで個別支援会議などの業務が増えた事など

で、機会を作ることが減少している。職員自身の健康管理やメンタルヘルスだけでなく、家

族の看病や介護なども増えてきており、やりがいを持って働き、家庭での役割や個人の自己

啓発や余暇活動なども充実し、豊かな生活が送れるような取り組み（ワークライフバランス）

が必要である。 

 

 

以上 
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令和 5 年度  

就労継続支援 B 型事業所 ぬくもり弁当 事業報告（案） 

 
 

はじめに 

   令和５年度を振り返ると、新型コロナウィルス感染症が第５類となりましたが、 
 インフルエンザ 他の感染症が流行る情報（注意報）が度々あり、検査もダブルに 
 なったり 気を緩めず 自己防衛の大切さを、利用者 職員共に再確認して日々 
 過ごしその中でも、少しずつではあるが活動の範囲や 個々の楽しみが広がった 
 様子が見受けられた。多少の不安やストレスとも 上手に付き合えるようになった 
 1 年であった。 
 
 
 
１.基本理念 
  利用者の主体性や意思決定を最大限に尊重し、利用者が抱く“思い”や“望み”が叶え

られ、“ここに通って良かった”、“ここにいて楽しい、落ち着く”という満足感・充実感

が得られるような関わりや対応に努めた。併せて、その一人ひとりが“働く喜び”、“仲

間とのふれあい”、“就労の知識や技能”等が得られ、身につくような支援に努めた。 
   
 
２.基本方針 
  １)利用者個々の性格、障がい特性を十分に理解し、個別支援計画に沿った適切なサービ

スを提供します。 
  ２)利用者一人ひとりの人権を尊重し、自立した日常生活、並びに社会生活を営むことが

できるよう、就労の場、就労の機会を提供します。 
  ３)地域や家庭との結びつきを重視し、市町村、他の障がい福祉サービス事業者、その他

保険医療サービス、または福祉サービスを提供する機関等との密接な連携に努めます。 
４)利用者の安心・安全を第一に考え、不安のない適切な支援に努めます。 
５)地域に根差した“風通しの良い”事業所づくりに努めます。 
６)各種法令の遵守と健全経営に努めます。 
 

  ◎「共に生きる」という法人の理念を全職員が周知・理解し、利用者一人ひとりの 
障がい特性を把握しながら支援にあたるよう努めた。 
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３.事業内容  
 1）弁当製造販売（町内・南弟子屈・磯分内・標茶他） 
  ◎販売実績は、下記の通り。前年度より約５%アップ 

 

 ※令和 5 年度 実績                             （食） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

個数 793 748 854 731 809 868 839 670 804 508 682 813 9,119  
（参考） 令和 4 年度 実績 8642 
 

 
  2）委託業務事業（川湯の森病院 清掃作業） 
   ◎週 5 日（土日を除く）、利用者・職員 3 名～4 名で実施。5/8～5/26 新型コロナウィ

ルス感染者（クラスター）が判明。病院内の清掃作業が一部制限があったが 特に 

    大きな問題等もなく実施する事ができた。 

   ◎オリエンタルランド苺の箱折作業（午前 20 分 午後 30 分）2 名～3 名で実施。 

    7 月からの新しい作業で 問題なく実施する事ができた。  

  3）レクリエーション活動の実施 
   ◎日常の作業活動から離れ、リフレッシュと利用者・職員間の交流を目的に実施した。 

屋内活動が中心になったが、３年ぶりに町外での活動で、利用者の笑顔がたくさん 

見られ、楽しいひと時を過ごすことができた。 

①  5/20（土）10：00～12：00 ゲーム（ぬくもりすごろく、バランスタワー、じじぬき 

                   スネークカード）軽食（苺オムレット） 

②  8/19（土）9：00～15：00 釧路町木場イオンへ 買い物、食事 

③  1/13（土）10：00～12：00 新年会 ゲーム 食事（うなちらし パンケーキ） 

④  2/23（土）10：00～12：00 ゲーム 軽食（たこ焼き） 

 

  4）利用者支援に関する業務全般（更新手続き・個別支援計画の作成等） 
   ◎利用者に対して、不利益が生じないよう遅滞なく支援することができた。 

 
  5）年２回の避難防災訓練の実施 

◎下記の通り、実施済み。特に問題等はなかった。 
実施日 訓練時間 訓練内容 参加人数 避難完了時間 その他 

令和 5 年 

5 月 17 日 

13:30～13:40 火災想定避難

通報消火訓練 

7 名 

（利用者 4、職員 3） 

1 分 45 秒 消防署職員 

立ち合い有り 

令和 6 年 

3 月 29 日 

13:25～13:40 地震災害火災

想定避難訓練 
7 名 

（利用者 4、職員 3） 
1 分 10 秒 消防署職員 

立ち合い無し 
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  6）消防設備点検の実施 
  ◎令和 5 年 9 月 20 日、㈱大栄電業により実施済み。指摘事項なし。 

尚、弟子屈消防署による立入検査は、令和 5 年 8 月 16 日に実施済み。誘導灯機能不

良の指摘を受け 9 月 11 日誘導灯取り換え 

 

 

 

４.営業日及び営業時間 
  ◎営業日は、原則、月曜日から金曜日（但し、祝祭日・お盆・年末年始は除く）と 

して実施。 
◎開所時間、及び営業時間は、午前８時００分から午後４時４５分で実施。 

 
※1  7/26～7/28 気温 32℃熱中症対策のため 12：00 退勤 

8/1～8/4 8/18 8/21 8/23～8/25 熱中症対策のため 12：00 退勤  （ 
※2  1/23 1/25 1/26 悪天候のため休所となる。 

※3  2/28 悪天候のため休所。在宅ワーク（メニュー考案） 

 
※令和 5年度 開所日数 実績                        （日）+ 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

日数 20 22 22 20 21 21 22 21 21 15 20 20 245  
（参考） 令和 4 年度 実績 245 日 

 
５.利用定員 
  ２０名 

※令和 5年度 利用者実人数 実績                      （人） 
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人数 6 5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 6 11  
（参考） 令和 4 年度 実績 11 人 

 

※令和 5年度 利用者延べ人数 実績                     （人） 
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人数 121 117 109 105 107 105 105 105 121 84 118 123 1,320  
（参考） 令和 4 年度 実績 1,546 人 

 
 

６.従業者の人数（令和 5 年 3 月 31 日現在） 
 ◎・管理者 １名 ・サービス管理責任者 １名 ・生活支援員 1 名 ・職業支援員 １名 

・調理員 2 名（兼務）                    合計 4 名   
（参考） 令和 4 年度 実績  4 名 
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７.年間売上実績 ※（）内は、目標値 
 ◎弁当製造販売     5,807,000 円（ 6,000,000 円） 
 ◎委託業務事業     2,454,392 円（ 2,490,000 円） 
 ◎目標総計       8,261,392 円（ 8,490,000 円） 
 ※弁当製造販売について、固定客層の町外転出等の減が生じる。毎月の営業等の結果とし

て５％アップ。委託業務事業については、オリエンタルランド（苺の箱折）分がプラス

となった。 
 
 
８.支援内容 
  （１）心配事や悩み等を話しやすい・聞きやすい環境の整備。 
   ◎利用者の表情、態度、言動等から少しの変化に気づき、速やかな声掛けや可能な限 

りの傾聴、話しやすい雰囲気づくりに努めた。 
 
  （２）作業への意欲を高める支援を行う。 
   ◎作業を協業することで達成感を共有し、予定を示すことで先の内容（目標）が見え

るよう努めた。 
 
  （３）みんなが協力しながら作業に取り組めるような雰囲気・環境の整備。 
   ◎一人ひとりの主体性を尊重しながら、協業の中で安心して取り組める雰囲気づくり、

安全な環境づくりに努めた。 
 
  （４）一人ひとりの障害特性、疾病を理解した上で尊重する。 
   ◎障がいや疾病からその特性を理解し、得意な部分は伸ばし、苦手なところは工夫し

ながらできるよう“弱みを強みに代える”支援に努めた。 
 
  （５）互いに協力し合えるように支援する。 
   ◎利用者同士、一緒に行うことやペアを組み行なうことで、連帯意識や協力すること

の大切さを感じられるよう努めた。 
 
 
９.個別支援計画 
  ①アセスメント(課題整理) 
  ◎利用者の思い(目標)を確認し、本人が抱えている課題を整理しながら、潜在的な能力、

働く力を最大限に引き出すことのできる支援を行った。 
  ②モニタリング(評価) 
  ◎利用者の“思い”を実現するために個別支援計画が「計画通り実施はされているか、

支援内容は適切なのか、問題はないのか。」等を本人、職員、関係者等で確認を行った。 
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10.避難防災訓練の実施 
  ◎前述の通り、年 2 回の訓練を実施した。今年度は、近年頻発している地震災害を火災

と組み合わせたかたちで訓練を実施した。このことにより利用者・職員がより強い防

災意識を持ち、またそれに対応する能力を養うことができた。 
 
11.相談・苦情・虐待の窓口 
  ◎利用者が適切なサービスが受けられるよう、利用者のみならず、ご家族等を含めた関

係者から相談・苦情・虐待について、迅速かつ適切に対応した。特に、利用者との日々

のコミュニケーションを大切にし、“気軽に話せる雰囲気づくり”に努めた。結果とし

て、利用者と職員の距離が縮まり、お互いに笑顔で話しする場面が多く見られるよう

になった。また、虐待については、職員の内部研修等を通じて意識の啓発に努めた。 
 
12.利用者満足度調査（CS） 

◎今年度も、レクリエーション活動（４回実施、うち 1 回は新年会）の終了後にアンケ

ート調査を実施し満足度をチェックした。その結果、利用者の満足の可否や利用者の

意見等が把握ができ、次回以降のレクリエーション活動の改善に繋がった。 
 
13.新規利用者の獲得 

◎相談支援事業所等と連携を図り情報収集を行いながら、利用者増を実現するために努

力してきたが、新規利用者の獲得には繋がらず、厳しい現実を身に染みて感じた。 
 
14.職員研修 
  ◎下記の通り、職員の資質の向上、スキルアップを目的に事業所全体で取り組んだ。 
  ＜事業所内研修＞ 

①  障害者虐待の事例考察①（4/27） 
②  障害者虐待の事例考察②（5/11） 
③  自己サービス評価について（8/10） 
④  業務継続計画について（10/27） 
⑤  業務継続計画について（2/2） 
⑥  感染症 食中毒等について（2/26） 
⑦  業務継続計画について（3/15） 

 
15.コンプライアンス(法令遵守) 
  ◎事業所において、利用者が安全で安心した時間を過ごすことができるよう、関係法令

等を順守して福祉サービスの提供に努めた。 
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１：運営状況 ＊給付対象事業
指定共同生活援助事業

指定短期入所事業（てつなぎ荘にて実施） 定員1名
稼働率　2０％

＊給付対象外事業
：生活困窮者一時預かり事業　
　事前予約にて随時対応
：生活困窮者（有料ショートステイ）事業
　支給決定外の方を対象に運営
　事前予約にて随時対応
　利用料：1日2000円＋3食900円3食１５００円

２：サービス体制 ＊住居毎の職員配置数及び業務内容

てつなぎ抱夢　世話人兼務　（てつなぎ荘配置職員により管理）

ほんわかホーム　世話人　1名　生活支援員　5名（5交代勤務）人　2名　生活支援員　3名名　（３交代）
：日勤（8時45分～17時30分、生活支援全般）
：早出（6時30分～15時15分、生活支援、受診対応など）
：遅出（1０時15分～19時、生活支援全般）

＊食事提供体制　（平日の夕食）・土日＝各自買い物送迎等対応
調理員　2名　交代制にて対応・不在時は当日担当職員にて対応

３：共通業務 ：個別支援計画策定
：生活支援全般（相談対応、助言、残存機能活用援助など）
：施設維持管理
：各種申請（各種手続き代行）
：記録整備管理事務全般
：館内清掃（共有部及び建物外周）
：朝食提供及び土日の朝昼夕食提供
：休日の対応
：利用者の余暇支援（外出行事など）
：利用者の受診・買物支援
：各町内会の行事に参加
：消防訓練、避難訓練

ＧＨてつなぎ荘事業　令和5年度事業報告書

 令和4年５月16日　作成者　村上陸明

てつなぎ荘　定員7名　　満室　（令和5年3月末日）

てつなぎ抱夢　定員4名　1部屋入居予定（令和5年3月末日）

ほんわかホーム　定員6名　満室（令和5年3月末日）　

全3施設定員18名　17名利用（令和5年3月現在）

（定員1名　随時対応）

てつなぎ荘　世話人　３名
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夜勤が無い為、緊急時、夜警が必要ではないかと思われる。

世話人2名高齢者の為、人材、工夫が必要とされる。

4,問題点と今後の課題

生活支援員も１名退職の為同じく人材が必要とされる状況。

電気代23％超え上がる為、家賃の値上げ、冬季の暖房費値上げ、了解を得て実施。

＊てつなぎ荘への見守りカメラの設置

てつなぎ荘の宿直体制廃止に伴い、共有スペースであるリビングに見守りカメラを設置しました。

ほんわかホームの共有スペースであるリビングに見守りカメラを設置しました。

ほんわかホーム及びてつなぎ本部のパソコンにて確認を出来る様になっています。

＊新型肺炎に係る影響について

5類感染症に移行されましたが、今までどうり施設の除菌等行います。

外出、外泊に関して、職員、利用者が予防する事で良いのではと思います。
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